
 公安委員会説明資料 
令 和 7 年 9 月 3 日 
警 務 部 留 置 管 理 課 

 

適正な留置業務の実施に係る各種施策の推進状況について 

項 目 内  容 

経 緯 

本部においては、従来から県内の留置施設に対する業務指導、

実地監査や護送支援等を実施しているところ、県内の留置施設で

は、令和６年３月に病死事案、令和７年７月に自殺事案が発生し

ていることなどから、昨年度から実施している留置管理業務マス

ター制度に加え、本年度においても、適正な留置業務の実施に係

る各種施策を推進しているもの 

本 年 度 実 施 し た 施策 

１ 部内、他機関の理解の醸成 

⑴ 移送促進連携会議の実施（７月14日） 

   被留置者の移送促進のため、当課・検察庁・刑務所の三者会

議を実施 

⑵ 本部版捜留連携会議の実施（７月14日） 

   本部捜査員の留置業務への理解と連携強化のため、本部の

捜査担当各課と留置管理課との会議を実施 

２ 業務の合理化・効率化 

 ⑴ 被留置者収容一覧表の改正（６月10日から） 

  円滑な委託留置を図るため、各署留置施設における実際の

「収容可能人員」を毎日(開庁日)県警グループウェアに掲載 

 ⑵ 上越署女性留置施設閉場の試行実施（８月１日～10月31日） 

   適正な留置業務の推進と職員のＷＬＢ推進のため、上越署

女性留置施設の閉場を試行実施 

３ 警察庁広域技能指導官による講演（７月16日） 

  適正な留置業務の推進のため、警察庁広域技能指導官（埼玉

県）を警察学校に招致し、県下の留置担当官に向けた講演会を

実施（未受講者に向けて映像を配信予定） 

４ 自殺事案を踏まえた対応 

 ⑴ 収容定員の見直し（８月13日） 

   新潟東署男性留置施設の収容定員の見直を実施 

 ⑵ 緊急留置主任官会議の実施（７月18日） 

   全留置主任官を対象に実施 

⑶ 常設署に対する緊急業務指導（７月～８月） 

   全常設署に緊急の業務指導を実施 

そ の 他 
 来年度から、新任所属長、副署長・次長研修における留置管理教

養を実施するほか、留置担当官等の表彰基準の見直し等を検討中 

 


テキストボックス
１




公安委員会議説明資料 

令 和 ７ 年 ９ 月 ３ 日 

生活安全部生活安全企画課 

 
新潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間・全国地域安全運動の実施について 

 
目    的 

 

地域安全に資する関係機関・団体及び県・警察・防犯協会が、期間を

定め、地域安全活動を更に強化するとともに、その相互の連携を一層緊

密にすることのほか、県民総ぐるみの取り組みを行うなど、地域安全活

動の効果を最大限に上げて一層の浸透と定着を図り、もって安心して暮

らせる地域社会の実現を図る。 

期 間 令和７年 10 月 11 日(土)から 10 月 20 日(月)までの 10 日間 

主  催  等 
主催 新潟県、新潟県警察、(公社)新潟県防犯協会 

後援 新潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協議会等 

ス ロ ー ガ ン みんなでつくろう安心の街 

運 動 重 点  
及び 

推 進 事 項 

１ 特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害防止 

○  国際電話契約の利用休止等の促進に向けた取組の推進 

○  変化する欺罔の手口の迅速かつ実効的な広報・注意喚起の推進 

２ 子供と女性の犯罪被害防止 

○  関係機関・団体等との連携 

○  ｢ながら見守り｣等の推進 

○ 危険箇所等の点検及び改善 

○  防犯教育の推進 

３ 自転車盗、万引きの被害防止 

○  鍵掛けの励行に向けた広報・啓発の推進 

○  駅、商業施設、共同住宅等の駐輪場管理者に対する働き掛け 

○  万引きを許さない社会気運の醸成 

○  規範意識の向上を図る取組の推進 

○  店舗における防犯対策の高度化 

留 意 事 項  

１ 安全安心なまちづくり関連施策の推進 

２ 地域安全活動への参加促進 

３ 報道機関・団体、防犯ボランティア団体等に焦点を当てた広報 

４ 受傷事故防止 

行 事 等 

１ 県 

10 月 17 日(金)「新潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大 

 会 2025（にいぜろにいご）｣の開催(裏面参照) 

２  地区（署） 

各地域において、運動重点に応じた地域安全活動を実施 
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（裏） 

新潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間・全国地域安全運動の 

   実施に伴う県民大会の開催予定について 

運動実施期間 令和７年 10 月 11 日(土)から 10 月 20 日(月)までの 10 日間 

県 民 大 会 の 

開 催 内 容 

１ 大会の名称 

  新潟県犯罪のない安全で安心なまちづくり県民大会 2025 

２ 日程 

  令和７年 10 月 17 日(金) 午後１時 30 分から午後４時まで 

３ 場所 

新潟市中央区上所２丁目２番２号 

    新潟ユニゾンプラザ（多目的ホール） 

４ 次第 

 第１部 式典（13:30～14:00）   ※ 司会 伊勢 みずほ 

 (1) あいさつ 

    ア 新 潟 県 知 事   

  イ 新潟県警察本部長 

  ウ 新潟県公安委員長  

(2) 表彰式 

    ア 防犯功労団体・功労者 

イ 優良自治防犯会長・自治防犯委員 

ウ 特別功労団体・功労者 

 (3) 大会宣言 

   表彰受賞者代表 

  第２部 防犯活動発表・講演（14:10～15:10） 

 (1)  防犯活動発表 

    防犯ボランティア団体｢ぴいす金津」（新潟市秋葉区） 

(2) 講演 

      演題：｢笑って楽しく防犯落語｣（仮） 

講師：新潟県防犯アドバイザー 

落語家 㐂八家五円 

第３部 演奏会（15:20～16:00） 

     新潟県警察音楽隊 

備 考 新潟県、新潟県警察及び県防犯協会の３者による合同開催行事 

 



※ ( )内は前年同期比、数値は暫定値

　 　○　全刑法犯の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　重要犯罪の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　窃盗総数の認知件数は 件（ 件、 ％）

　　 ○　検挙件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　検挙人員は 人（ 人、 ％）
　　 ○　検挙率は ％（ ポイント）

全刑法犯

重要犯罪

殺人

強盗

放火

不同意性交等

略取誘拐・人身売買

不同意わいせつ

窃盗総数

重要窃盗

侵入盗 ※

自動車盗

ひったくり

すり

上記以外の刑法犯

　 ※侵入盗とは、空き巣、忍込み、事務所荒しなどをいう

-67 

　(2)　検挙状況
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±0 
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5
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5
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3
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±0.0 

100.0 +33.3 
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+1.9 

79.2 +1.1 

64.3 +12.3 

-25.0 

91.3 +11.3 

56.9 +3.8 

-22.2 

133.3 +33.3 

81.8 -11.1 

57.7

98.0

128.6

111.1

100.0

78.7

0.0

293 -188 

9 -4 

0 ±0 

+6 

1,982 +57 

306 -190 

-7 

3,057 -13 

96 +15 

18 +17 

10 +2 

4 -1 

18 -8 

4 -1 

42

4 +2 

979 -85 

4

1,722

-142 

+8 

+12 

+3 

-2 

-6 

±0 

+1 

-143 

-257 

-246 

-11 

-1 

+1 

3,481

389

370

14

1

9

3

22

4

46

検挙率 検挙人員

5,301

98

14

+1.3 

+8.0 

+78.6 

1,758

82

13

令和７年 前年 令和７年 前年
同期比 ７月末 同期比 ７月末 同期比 ７月末 同期比７月末

令和７年 前年 令和７年 前年

-3.9

57.7
1,758
3,057

+1.3

　１　刑法犯の概況

-13
+81

認知件数 検挙件数
　２　罪種別状況

公 安 委 員 会 説 明 資 料
令 和 ７ 年 ９ 月 ３ 日
刑 事 部 刑 事 総 務 課

生活安全部生活安全企画課

令和７年７月末の犯罪情勢について

3,481
98

5,301

-143
+8

　(1)　認知状況
-2.6
+8.9

+4.8
-0.4

-142

刑 事 部 組 織 犯 罪 対 策 課

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

R5 481 540 739 690 739 805 756 802 821 868 740 691 8,672

R6 534 691 688 813 883 902 932 944 797 815 783 635 9,417

R7 519 539 667 796 861 978 941 5,301

0

500

1,000
認知件数の推移（月別）
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     (2) ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知状況

　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙件数は、３件（＋３件）
　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙人員は、３人（＋３人）

　　　○　交付形態は、振込51件【72.9%】、暗号資産16件【22.9%】、電子マネー２件【2.8%】

　　　　　その他１件【1.4%】

　　 (3) 検挙件数・人員等
　    ○　特殊詐欺の検挙件数は、33件（－４件、－10.8％）
　    ○　特殊詐欺の検挙人員は、12人（＋２人、＋20.0％）

　    ○　交付形態は、振込95件【66.9%】、現金手交10件【7.0%】、現金送付11件【7.8%】
　    　　電子マネー18件【12.7%】、キャッシュカード手交７件【4.9%】、その他１件【0.7%】

　    ○　認知件数は、70件(—12件、—14.6%)
　    ○　被害総額は、６億1,825万円(—４億3,178万円、—41.1%)
　    ○　当初の接触手段は、ダイレクトメッセージ54件【77.1%】、バナー等広告13件【18.6％】
　    　　投稿２件【2.9％】、その他１件【1.4%】

   ３　特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の概況
     (1) 特殊詐欺の認知状況
　    ○　認知件数は、142件(＋44件、+44.9%)
　    ○　被害総額は、５億6,146万円(＋２億2,524万円、＋67.0%)
　    ○　当初の接触ツールは、電話83件【58.5%】、メール・メッセージ44件【31.0%】
　　　　　ポップアップ表示12件【8.4%】、その他３件【2.1%】

（被害額の単位：万円）

件  数 人  員

令和７年 令和６年 令和７年 令和６年

(７月末) (７月末) (７月末) (７月末)

 特　殊　詐　欺　本　犯

-3

42 45 -3 31 28 +3

1 2 -1 0 0 ±0

+1

+3

2 0 +2

±0

0 2 -2 0 1 -1

32 29 +3 30 23 +7

 ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺 3 0 +3 3 0

9 6 +3 0 0

1 8 -7 1 4

1 0 +1 1 0

2 0 +2

 キャッシュカード詐欺盗

 金融商品・ギャンブル・交際あっせん・その他

26 21 +5 12 6 +6

区　　分
増減

0

24

0

0

1

0 0 0

 オレオレ詐欺

 預貯金詐欺

 架空料金請求詐欺

 還付金詐欺

 融資保証金詐欺

増減

33 37 -4 12 10 +2

0

0

1

0

　組織的犯罪処罰法

ＳＮＳ型投資詐欺

ＳＮＳ型ロマンス詐欺

±0

 助　長　犯　罪

　口座詐欺

　犯罪収益移転防止法

　携帯電話不正利用防止法等、その他

-2

-2

±0

±0

2

0

0

0

+2

-5

-6

+1

±0

2

6

6

増減

件数 被害額 件数 被害額 件数 被害額

-21,788

 ＳＮＳ型ロマンス詐欺 41 22,586 37 43,976 +4 -21,390

 ＳＮＳ型投資詐欺 29 39,239 45 61,027 -16

-1,740

70 61,825 82 105,003 -12 -43,178

 キャッシュカード詐欺盗 0 0 5 1,740 -5

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺

 金融商品・ギャンブル

交際あっせん・その他 5 1,140 6 331 -1 +809

-552

 融資保証金詐欺 1 193 1 60 ±0 +133

 還付金詐欺 13 1,505 20 2,057 -7

39 20,240 +20 -14,255

 預貯金詐欺 6 1,555 1 0 +5

区　　分
令和７年 (７月末) 令和６年 (７月末)

+22,524

 オレオレ詐欺 58 45,768 26 9,194 +32 +36,574

  特 殊 詐 欺 142 56,146 98 33,622 +44

+1,555

 架空料金請求詐欺 59 5,985



 ４　特殊詐欺等に係る被害防止の取組（令和７年７月末）

  (1) 声掛け阻止状況

　ア　特殊詐欺

106 件

（ +5 件、 +5.0% )

   ○ 特殊詐欺の　　　

11,893 万円

（ +7,642 万円、 +179.8% )

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

   ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止件数は 23 件

（ -2 件、 -8.0% )

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止金額は 4,069 万円

（ -971 万円、 -19.3% )

  (2) 予兆事案に係る相談の受理状況

　ア　特殊詐欺

　 ○ 特殊詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

件　（ +2,219 件、 +139.4% ）

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

87 件　　（ +10 件、 )

127 件　　（ +81 件、 )

214 件　　（ +91 件、 )

SNS型投資詐欺 +13.0%

SNS型ロマンス詐欺 +176.1%

合計 +74.0%

3,811

 　○ 特殊詐欺の

　　　声掛け阻止件数は

　　  声掛け阻止金額は

※ 欺罔手段に用いられたツールのその他はポップアップ・ＦＡＸ送信・パソコン修理名目のサポート

※ その他の手口は預貯金・融資保証金・金融商品・ギャンブル・詐欺盗など

※ その他は、第三者の声掛けにより 阻止されたもの

※ その他は、第三者の声掛けにより阻止されたもの

※ その他は、X・TikTok・メール等

【被害防止対策】

○ 国際電話利用休止の普及促進に向けた知事・本部長による緊急共同メッセージ

の発信と各所属における緊急対策の実施【本部・各所属】

○ ＪＲ車内アナウンス広告によるニセ警察詐欺被害防止広報【本部】

○ 防犯機能付き電話機の贈呈式の実施【南魚沼】

前年同期比 前年同期比

　総数 106 +5 11,893 +7,642

金融機関 45 +27 11,151 +7,939

コンビニ等 45 -19 422 -227

その他 16 -3 320 -70

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

前年同期比 前年同期比

　総数 23 -2 4,069 -971

金融機関 18 -5 4,055 -960

コンビニ等 4 +2 14 -11

その他 1 +1 0 ±0

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

電話 （前年同期比） メール （前年同期比） ハガキ・封書 （前年同期比） その他 （前年同期比）

3,311 ( +2,190 ) 259 ( -8 ) 9 ( +1 ) 232 ( +36 ) 3,811 ( +2,219 )

架空料金 265 ( -199 ) 204 ( -48 ) 8 ( ±0 ) 212 ( +20 ) 689 ( -227 )

オレオレ 2,901 ( +2,476 ) 31 ( +26 ) 1 ( +1 ) 7 ( +7 ) 2,940 ( +2,510 )

還付金 139 ( -78 ) 3 ( +2 ) 0 ( ±0 ) 0 ( ±0 ) 142 ( -76 )

その他の手口 6 ( -9 ) 21 ( +12 ) 0 ( ±0 ) 13 ( +9 ) 40 ( +12 )

合計 （前年同期比）

　総数

欺罔手段に用いられたツール

フェイスブック （前年同期比） LINE （前年同期比） インスタグラム （前年同期比） マッチングアプリ （前年同期比） その他 （前年同期比）

総数 38 ( +21 ) 19 ( +2 ) 46 ( +17 ) 23 ( +7 ) 88 ( +44 ) 214 ( +91 )

投資 6 ( -1 ) 13 ( -3 ) 16 ( ±0 ) 2 ( -2 ) 50 ( +16 ) 87 ( +10 )

ロマンス 32 ( +22 ) 6 ( +5 ) 30 ( +17 ) 21 ( +9 ) 38 ( +28 ) 127 ( +81 )

（前年同期比）
当初接触ツール

合計



公安委員会説明資料 

令和７年９月３日 

交通部交通企画課 

 
「令和７年秋の全国交通安全運動」の実施について 

項 目 内           容 

目 的 

 夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なる時期に交通事故が多発することか

ら、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正し

い交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を図るこ

とを目的とする。 

期 間 
 令和７年９月 21 日(日)から９月 30 日(火)までの 10 日間 

 （９月 30 日(火) 交通事故死ゼロを目指す日） 

主 唱 新潟県交通安全対策連絡協議会 

スローガン 秋の道 早めのライトと 反射材 

 

１ 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色

の衣服等の着用促進 

 【新潟県重点】横断歩行者の安全確保～渡るよサインの活用 

(1) 交通安全教育の推進 

(2) 歩行者に対する街頭指導の推進 

(3) 反射材用品等の着用促進 

(4) 交通指導取締り等の強化 

２ ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯や 

ハイビームの活用促進 

(1) ながらスマホ根絶対策の推進 

(2) 飲酒運転根絶対策の推進 

(3) 早めのライト点灯やハイビームの活用促進 

３ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底と 

ヘルメットの着用促進 

(1) 交通ルールの理解・遵守の徹底 

(2) ヘルメットの着用促進 

(3) 特定小型原動機付自転車にかかる対策の推進 

行 事 予 定 

【秋の全国交通安全運動新潟県出動式】 

〇 日時・場所 

９月 19 日(金)午前 11 時から 県庁正面入口前 

〇 出席者 

新潟県副知事（調整中）、本部長、交通部長、交通部各所属長等 

○ 内容 

体制を増強したサイクルポリスによる広報啓発パフォーマンスの後、パ

トカー、白バイ、サイクルポリスの出動式を実施 
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公 安 委 員 会 説 明 資料

令 和 ７ 年 ９ 月 ３ 日

交 通 部 交 通 指 導 課
 

道路交通法違反事件（共同危険行為等の禁止）の検挙について 
（秋葉警察署・交通指導課・高速道路交通警察隊・交通機動隊） 

被 疑 者
 

１ 甲 （男 10 歳代） 原動機付自転車 

２ 乙 （男 10 歳代） 原動機付自転車 

３ 丙 （男 10 歳代） 原動機付自転車 

４ 丁 （男 10 歳代） 原動機付自転車 

検 挙 日 時 

罪名・検挙種別 
令和７年７月 30 日  道路交通法違反で４人を通常逮捕 

事 案 の 概 要 

被疑者甲乙丙丁は、共謀の上、いわゆる集団による暴走行為をす

ることを企て、それぞれが原動機付自転車を運転し、本年６月 23 日、

新潟市秋葉区荻川地区を中心とした道路において、車両を連ね、広

がり走行、蛇行運転、指定場所一時不停止等の違反を繰り返しなが

ら走行し、もって、共同して著しく道路における交通の危険を生じ

させ、かつ、著しく他人に迷惑を及ぼすこととなる行為をした。 

捜 査 状 況  本件は、９月上旬までに、終結見込みとなる。 
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令 和 ７ 年 ９ 月 ３ 日 
警 備 部 外 事 課 

 
新潟港テロ対策合同訓練の実施について 

 

項    目 内     容 

目 的 

新潟港の港湾危機管理関係機関 10機関で構成される「新潟港危
機管理コアメンバー（平成 16 年４月設立）」は、新潟港において
テロ事件が発生した際の港湾危機管理関係機関との連携、事案発
生時の初動措置要領の確認、事案対処能力の向上を図る。 
平成 16年から実施しており、今回で 20回目となる。 

日時・場所 
令和７年９月 19日（金） 
午後１時 00分から午後４時 10分頃までの間 
新潟港国際旅客ターミナル及び海上保安庁巡視船「えちご」 

参 加 機 関 

１ 情報伝達訓練（11機関） 
警察、新潟海上保安部、東京出入国在留管理局新潟出張所、

東京税関新潟税関支署、新潟県新潟地域振興局新潟港湾事務所、
北陸地方整備局新潟港湾・空港整備事務所、北陸信越運輸局、
新潟検疫所、新潟県防災局危機対策課、新潟市消防局、新発田
地域広域事務組合消防本部 

２ 実動訓練（６機関） 
警察、新潟海上保安部、東京出入国在留管理局新潟出張所、東 

京税関新潟税関支署、新潟県新潟地域振興局新潟港湾事務所、 
新潟市消防局 

３ 図上訓練（７機関） 
警察、新潟海上保安部、東京出入国在留管理局新潟出張所、東 

京税関新潟税関支署、新潟県新潟地域振興局新潟港湾事務所、 
新潟市消防局、新潟検疫所 

訓 練 内 容 

１ 情報伝達訓練 
  事案認知機関が、連絡系統図に基づき情報伝達を行う。 
２ 実動訓練 
  新潟港区沖合に停泊中の国際旅客船から、ＮＢＣテロ※とみら 
れる異臭事案が発生し、負傷者が出たとの想定で、関係機関が 
合同で事態対処にあたる。 
○ 警戒区域の設定訓練(警察、新潟港湾事務所) 
○ 負傷者救助・物質回収・簡易鑑定訓練(新潟市消防局、県 
警機動隊) 

○ 被疑者検索・発見・捕捉・制圧訓練(新潟海上保安部、入管) 
○ 乗客の入国審査・手荷物検査訓練、捕捉、制圧訓練(入管、 
税関、海保、警察) 

※ ＮＢＣテロ～核（Nuclear）、生物(Biological)、化学(Chemical)物質 

を使用したテロの総称 

３ 図上訓練 
  想定に基づいて、関係機関が図上で初動対応にあたる。 

報 道 発 表 訓練開始式、実動訓練を報道公開予定 

 


テキストボックス
６



